
クリーンとよた株式会社

使用済きのこ培地の再生利用～「処理」から「生産」への転換～

発酵もみ殻配合



発酵もみ殻配合クリーンとよた株式会社

企 業 概 要

クリーンとよた株式会社

本社 長野県中野市大字穴田

設立 2014年1月20日

事業内容 特殊肥料・有機資材の製造販売
農業技術の研究・開発 等

事業所 本社堆肥工場
第二工場
飯山事務所
長野事務所 他

本社工場全景

1



発酵もみ殻配合クリーンとよた株式会社

～ は じ め に ～

弊社が製造・販売する「みゆき野堆肥」は「もみ殻」と
「使用済きのこ培地」を主原料とした有機質堆肥です。
その肥効性や汎用性の高さから、販売開始以来多くの
ユーザー様に支えられ今日を迎えます。

「みゆき野堆肥」の特徴について「使用済きのこ培地」
の再生利用に向けた、弊社グループの取組み事例を織り
交ぜながら次のとおりご案内申し上げます。
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発酵もみ殻配合クリーンとよた株式会社

「使用済きのこ培地」を取り巻く現状

長野県は「菌床栽培きのこ類」の一大産地

生産品目 全国生産量 長野県生産量 全国ｼｪｱ

ぶなしめじ 117,712ｔ 49,733ｔ 42.2％(全国1位)

えのきたけ 135,745ｔ 86,712ｔ 63.9%(全国1位)

合 計 253,457ｔ 136,445ｔ

※2019年4月長野県農政部「2019年度長野県農業の概要」より引用

これにより生成される「使用済きのこ培地」は…

生産量全国1位

3

リユースは難しい・・・



発酵もみ殻配合クリーンとよた株式会社
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発酵もみ殻配合クリーンとよた株式会社

「使用済きのこ培地」を取り巻く現状

２００ｇ ３００ｇ

２００ｇの「きのこ」を生産すると、

長野県内では

毎年約 ｔ以上の「使用済きのこ培地」が発生

３００ｇの「使用済培地」が発生する。

？？？
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発酵もみ殻配合クリーンとよた株式会社

「使用済きのこ培地」を取り巻く現状

・長野県内における菌床栽培きのこ生産者の90％以上が北信地域に偏在

→ 北信地域は「使用済きのこ培地」の発生量も全国一位！
※2005年長野県農業センサスより

・地域の主要産業から大量に発生する「使用済きのこ培地」

→ 大量に再生利用できる有効な方法が確立されていない

北信地域における現状は・・・

様々な角度から、使用済きのこ培地の再生利用に向けてアプローチを試みた。

弊社グループでは…
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発酵もみ殻配合クリーンとよた株式会社

弊社グループのこれまでの取り組み

ボイラー燃料
・施設園芸
・温浴施設
・一般家庭

畜産施設等
敷きワラ
の代替

飼料に
添加し
増量材
として

ペレット燃料

敷き材

単味飼料

乾燥

飼

料

木
質
燃
料

畜
産
資
材

ペレット成型

粉末化

最初のアプローチは「乾燥」によって生成される様々な加工品の製造

様々な研究と実証実験により、主要システムの実用化と数多くの特許を取得

しかし・・・
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発酵もみ殻配合クリーンとよた株式会社

使用済きのこ培地「乾燥物」の2次利用における様々な問題点

・機能や性能面において、既製品の方が圧倒的に優れている。

・製造コストが高く、既製品のほうが安価である。

① 燃料や農業資材の「代替品」としてはメリットが少ない

② 製造及び利用過程において廃棄物が発生する

③ 再生品を利用するための環境整備が不十分

・「燃料」は、製造・利用時に「灰」や「クリンカー」等が発生する。

・「農業資材」は、利用後に廃棄物となり、やはりその処分に苦慮する。

・「燃料」等は、利用するための専用設備が普及していない。
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堆肥化

再 生

発酵もみ殻配合クリーンとよた株式会社

農林業の副産物を農林業で活用 → 循環型農業の確立へ前進

農 業

林産業

使用済きのこ培地・もみ殻
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発酵もみ殻配合クリーンとよた株式会社

循環型農業の構築を目指して
～ 「みゆき野堆肥」の誕生、その軌跡～

中野市穴田地区のきのこ生産者8名が農協の空き施設を利用して
使用済きのこ培地堆肥化の取り組みを始める

２００８年頃

複数のきのこ生産者が共同で運営することで、低コストでの使用済培地「処理」を実現。
生産される「堆肥」は地元農家へ格安で還元し、地域への貢献も果たせる。

◎「EMBC菌」による堆肥化技術を用いたが・・・

・堆肥の「完熟」までに１年以上かかる
・製造施設では悪臭や汚水、害虫が発生
・病害虫の恐れから果樹には使用できない
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発酵もみ殻配合クリーンとよた株式会社

循環型農業の構築を目指して
～ 「みゆき野堆肥」の誕生、その軌跡～

中野市穴田地区のきのこ生産者8名が農協の空き施設を利用して
使用済きのこ培地堆肥化の取り組みを始める

２００８年頃

同事業を引継ぐために「クリーンとよた株式会社」を設立
堆肥化事業を引継ぎ、事業を開始

２０１４年１月

◎「EMBC菌」による堆肥化技術を一旦そのまま引き継いだ

・普及した技術ではあるが、魅力ある商品としての差別化が図れない
・発生する悪臭・汚水・害虫への対策など克服すべき課題山積
・堆肥化に必要な期間が約1年と長すぎるため大量の使用済み培地は扱えない

「安全・安心」で魅力ある商品を生み出す「新技術」の開発が必要
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発酵もみ殻配合クリーンとよた株式会社

循環型農業の構築を目指して
～ 「みゆき野堆肥」の誕生、その軌跡～

中野市穴田地区のきのこ生産者8名が農協の空き施設を利用して
使用済きのこ培地堆肥化の取り組みを始める

２００８年頃

同事業を引継ぐために「クリーンとよた株式会社」を設立
堆肥化事業を引継ぎ、事業を開始

２０１４年１月

「飯山有機の里研究会」と提携し「もみ殻堆肥」製造の技術を導入
使用済みきのこ培地の堆肥化に応用するため様々な研究を始める

２０１４年３月

飯山有機の里研究会 クリーンとよた株式会社

提
携
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発酵もみ殻配合クリーンとよた株式会社

循環型農業の構築を目指して
～ 「みゆき野堆肥」の誕生、その軌跡～

中野市穴田地区のきのこ生産者8名が農協の空き施設を利用して
使用済きのこ培地堆肥化の取り組みを始める

２００８年頃

同事業を引継ぐために「クリーンとよた株式会社」を設立
堆肥化事業を引継ぎ、事業を開始

２０１４年１月

「飯山有機の里研究会」と提携し「もみ殻堆肥」製造の技術を導入
使用済みきのこ培地の堆肥化に応用した様々な研究を始める

２０１４年３月

発酵もみ殻配合「みゆき野堆肥」として商品化、店頭販売開始２０１５年４月

現在、長野県内のＪＡを中心に店頭販売を展開中
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発酵もみ殻配合クリーンとよた株式会社

使用済みきのこ培地より生まれた「 」

・主原料は「おがくず」が基材の「使用済きのこ培地」

・堆肥化期間は約１ヵ月程度と「スピード製造」が可能

・高温発酵のため病害虫・菌のリスクが低く果樹にも使用可

・特殊微生物により「もみ殻」を分解、有効態ケイ酸が豊富

・公的機関による肥効試験により優れた肥効性が実証済み

・含水量が少なく非常に軽いため施用性に優れる

～ 主 な 特 徴 ～
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発酵もみ殻配合クリーンとよた株式会社

使用済みきのこ培地より生まれた「 」

～ 成 分 表 示 ～

※現物値 ※肥料等試験法（2013）による

項 目 測 定 値

窒素全量 1.74%

リン酸 2.56%

加里 1.14%

石灰 0.84%

ケイ酸 0.63%

銅 10.4ｍｇ/ｋｇ

亜鉛 72.3ｍｇ/ｋｇ

炭素窒素比（C/N) 18.2

水分 27.00%

「有効態ケイ酸」
を含有！

※有効態ケイ酸を含有
する堆肥はごく少数
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発酵もみ殻配合クリーンとよた株式会社

使用済みきのこ培地より生まれた「 」

～ 期 待 で き る 効 果 ～

ケイ酸による効果

高温発酵による効果

特殊微生物による効果

「根」の生育に大きく関与し安定した栽培が期待できる

製造時に病害虫や有害菌の残留を抑制できるため、木質系
の堆肥を嫌う果樹などにも施用可能

特殊微生物の作用により土中の微生物バランスが整えられ
連作障害対策の一つとしてその効果が期待できる
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発酵もみ殻配合クリーンとよた株式会社

「みゆき野堆肥」の製造技術とその特徴

みゆき野堆肥製造方法①～発酵もみ殻の製造～

・もみ殻と微生物資材を加水して混合

・混合後数日から数週間の堆積・熟成

半球状のもみ殻形状が程よく空気を含み
好気性発酵を促進

分解が難しいもみ殻の「ガラス質」も
特殊微生物の力で分解「有効態ケイ酸」と
して利用可能

「特殊微生物」「微生物資材」とは？
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「発酵もみ殻」を製造



発酵もみ殻配合クリーンとよた株式会社

「特殊微生物」「微生物資材」とは？

「みゆき野堆肥」製造の根幹をなす特許技術

「特殊微生物」 麹菌の一種で糖化酵素の生産量が非常に高い菌を使用

「微生物資材」 「特殊微生物」を米麹として培養し乾燥させ、常温で
の取り扱いを容易にした粉末
※培養温度を一定の規則に沿って変化させることで

堆肥化に適した菌群を構築（特許）

「微生物資材」

「微生物資材」製造工程
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発酵もみ殻配合クリーンとよた株式会社

「みゆき野堆肥」の製造技術とその特徴

みゆき野堆肥製造方法②～堆肥化工程～

・５~７日毎に撹拌・切り返しを行い好気性発酵を促進

・使用済きのこ培地に「発酵もみ殻」を撹拌・混合し堆積

使用済きのこ培地

発酵もみ殻

混合・撹拌
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堆積・発酵（熟成）

切り返し・撹拌



発酵もみ殻配合クリーンとよた株式会社

「みゆき野堆肥」の製造技術とその特徴

みゆき野堆肥製造方法③～堆肥化工程～

・５~７日毎に撹拌・切り返しを行い好気性発酵を促進

混
合
・
撹
拌

切
り
返
し
・
撹
拌

切
り
返
し
・
撹
拌

切
り
返
し
・
撹
拌

切
り
返
し
・
撹
拌

堆
肥
化
完
了

５~７日 ５~７日 ５~７日 ５~７日 ５~７日

約１ヵ月間

袋
詰
め
・
出
荷

水分調整等
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発酵もみ殻配合クリーンとよた株式会社

「みゆき野堆肥」の製造技術とその特徴

みゆき野堆肥製造方法④～堆肥化中の様態変化～

断面の様子 表面の様子

※実態顕微鏡５０倍により撮影

堆肥化中は、内部・表面共に
糸状菌及び放線菌の様態を呈
し微生物の活動が活発

※堆肥化開始より１４日目の状況

中心部は７０℃以上と高温
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堆肥化のスピードアップ

製造時の臭気抑制



発酵もみ殻配合クリーンとよた株式会社

「みゆき野堆肥」の製造技術とその特徴

・長野県野菜花き試験場における「肥効性と土壌改良の検証」

平成28年～29年の2年間にわたり、
長野県野菜花き試験場（塩尻市）に
おいて「肥料資材委託試験」を実施
した。（対象作物：レタス）

「普及可」の判定
「施肥改善だより第58号」に掲載

※平成30年6月長野県農林研究財団発行
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発酵もみ殻配合クリーンとよた株式会社

「みゆき野堆肥」の製造技術とその特徴

・長野県野菜花き試験場における「肥効性と土壌改良の検証」内容①

　想定肥効率 全重 外葉重 調整重 全重新鮮重 乾物率 乾物重

　種類　　　％ kg/10a ％ kg/10a
みゆき野　20％ 724 242 482 a 5957 6.11 364
みゆき野　30％ 698 249 448 a 5742 5.96 342
みゆき野　40％ 636 209 427 ab 5236 5.95 312
あいのう　20％ 598 212 386 b 4918 5.87 289
化学肥料 689 233 456 a 5673 5.79 328
無肥料 386 153 233 c 3178 6.59 209

g/株

　表１　１作目レタスの生育

　想定肥効率 全重 外葉重 調整重 全重新鮮重 乾物率 乾物重

　種類　　　％ kg/10a ％ kg/10a
みゆき野　20％ 535 122 414 a 4406 4.71 207
みゆき野　30％ 472 133 339 bc 3883 5.19 202
みゆき野　40％ 503 120 383 ab 4137 4.83 200
あいのう　20％ 413 133 280 d 3399 5.39 183
化学肥料 436 134 303 cd 3592 5.13 184
無肥料 289 89 200 e 2382 5.05 120

g/株

　表４　２作目レタスの生育

他 社

他 社

他社

他社

※一般財団法人長野県農林研究財団「キャベツとレタスにおける肥効性と土壌改良の検証ー2017年ー」より抜粋
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４．結果の概要 
（１）１作目レタスの調整重は、みゆき野堆肥想定肥効率20％区、30％区、40％区は化学肥料区と同

等であった(表１、図１)ため、窒素肥効率は40％程度と考えられたが、想定肥効率40％区のレタ
ス中の窒素含有率と窒素吸収量は低下がみられた（表２）ため、窒素肥効率は30％とすることが
妥当であると考えられた。 

 
（２）２作目は降雨の影響を受けレタス外葉に斑点細菌病が発生した。斑点細菌病は圃場全体に発生

し試験区間の差はみられなかった。 
２作目レタスの調整重は、みゆき野堆肥想定肥効率20％区、30％区、40％区は化学肥料区より

優った(表４、図２)ため、窒素肥効率は40％程度と考えられたが、想定肥効率40％区のレタス中
の窒素含有率と窒素吸収量は低下がみられた（表５）ため、窒素肥効率は30％とすることが妥当
であると考えられた。 

 
（３）平成28年、29年の試験結果から、みゆき野堆肥の窒素肥効率は30％と考えられた。これは一般

的なコーンコブ堆肥に比べ高い肥効率である。 
   みゆき野堆肥は窒素肥効率が高く、肥料効果が期待できる堆肥である。 

発酵もみ殻配合クリーンとよた株式会社

「みゆき野堆肥」の製造技術とその特徴

・長野県野菜花き試験場における「肥効性と土壌改良の検証」内容②

※一般財団法人長野県農林研究財団「キャベツとレタスにおける肥効性と土壌改良の検証ー2017年ー」より抜粋
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発酵もみ殻配合クリーンとよた株式会社

「みゆき野堆肥」の製造技術とその特徴

・長野県野菜花き試験場における「肥効性と土壌改良の検証」内容③

※一般財団法人長野県農林研究財団発行「施肥改善だより第58号」（H30年6月）より抜粋
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発酵もみ殻配合クリーンとよた株式会社

「みゆき野堆肥」の製造技術とその特徴

・海外への技術協力及び技術指導

中国河北省農林科學院の一同が弊社施設を視察（2019年3月1日）
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発酵もみ殻配合クリーンとよた株式会社

「みゆき野堆肥」の製造技術とその特徴

・海外への技術協力及び技術指導

中国河北省雄安新区へ技術協力のため訪中（2018年11月～12月）
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発酵もみ殻配合クリーンとよた株式会社

「みゆき野堆肥」の製造技術とその特徴
弊社グループでは、「みゆき野堆肥」製造に係る様々技術をはじめ、

「使用済きのこ培地」の再生利用に関するさまざまな特許を取得しています

22-1



発酵もみ殻配合クリーンとよた株式会社

「みゆき野堆肥」の製造技術とその特徴

22-2

「みゆき野堆肥」の製造を支える2つの新技術

微生物資材 堆肥化工程
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発酵もみ殻配合クリーンとよた株式会社

「みゆき野堆肥」の製造技術とその特徴
「みゆき野堆肥」製造においては、「一般廃棄物処理業許可」の取得及び

「特殊肥料生産者届出」を行い、法令に則った取り組みを行っています。
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発酵もみ殻配合クリーンとよた株式会社

「みゆき野堆肥」のもつ力

◎みゆき野堆肥施用例ご紹介～野沢菜～

24

みゆき野堆肥 有りみゆき野堆肥 無し



発酵もみ殻配合クリーンとよた株式会社

「みゆき野堆肥」のもつ力

◎みゆき野堆肥施用例ご紹介～にんにく～

25

みゆき野堆肥 有り みゆき野堆肥 無し



発酵もみ殻配合クリーンとよた株式会社

「みゆき野堆肥」のもつ力

◎みゆき野堆肥施用例ご紹介～トマト～
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発酵もみ殻配合クリーンとよた株式会社

「みゆき野堆肥」のもつ力

◎みゆき野堆肥施用例ご紹介～花卉類～
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発酵もみ殻配合クリーンとよた株式会社

「みゆき野堆肥」が目指すもの

使用済みきのこ培地を「処理」するための消極的な再生利用

低付加価値で利用価値の低い、何かの「代替品」としての再生利用

「処理」から「生産」への転換

使用済みきのこ培地を「良質な原材料」と位置付け、
魅力的で利用価値が高く消費者から求められる製品を「生産」する
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発酵もみ殻配合クリーンとよた株式会社

ご清聴ありがとうございました。


